
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【開講の挨拶】 

子どもは社会・経済の将来的な基盤を担う存在である。本研究班は２期 

４年にわたり子どもが安全に暮らせる社会を実現するための提言を行って 

きた。本セミナーでは、まず主幹より、研究班の４年間の研究成果を紹介 

する。次に、尾久研究員が、近年、「人と心のリスクマネジメント」が重視 

されるようになっている流れを受けて、親と子のメンタルヘルスについて 

報告する。 

＜子どもの安全とﾘｽｸ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究班 主幹 亀井克之＞ 
 

日 時：平成 25年 11月 13日(水)13：00～16：10 
会 場：千里山キャンパス 

尚文館１階マルチメディア AV 大教室  

 

【テーマと報告者】 

「ﾘｽｸ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ教材『子どもの安全』版の開発」 
－子どもの安全とﾘｽｸ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究班４年間の活動総括－ 
子どもの安全とﾘｽｸ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究班主幹 

社会安全学部教授 
 

「親と子のメンタルヘルス」  
子どもの安全とﾘｽｸ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究班委嘱研究員 

立教大学現代心理学部心理学科特任教授 

 

 

◆ 対象者  経営者、企業・行政関係者、社会人 

◆ 聴講自由 参加ご希望の方は、当日会場にお越しください。（定員 200 名） 

◆ 連絡先  〒564-8680 吹田市山手町 3 丁目 3 番 35 号 

関西大学研究所事務グループ TEL(06)6368-1179／FAX(06)6339-7721 
http://www.kansai-u.ac.jp/Keiseiken/ 

主 催 関西大学経済・政治研究所 

後 援 大 阪 商 工 会 議 所 

 大 阪 市 工 業 会 連 合 会 

 大 阪 市 産 業 経 営 協 会 

 株 式 会 社 り そ な 銀 行 

 

尾 久 裕 紀 

亀 井 克 之    
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